
2025.11.8　                             子ども脱被ばく裁判弁護団　弁護士　古川 健三（こがわ けんぞう）

今改めて問う 
SPEEDI とは何だったのか
子ども脱被ばく裁判の証拠資料から



SPEEDI とは 
System for Prediction of Environmental Emergency Dose Information 
緊急時迅速放射能影響予測ネットワークシステム 
※ 規制委員会の訳語は不正確 
緊急時環境線量情報予測システム



F1事故後、規制委員会は予測に
基づく防護を放棄した



出典：2016/3/16 「原子力災害発生時の防護措置の考え方」



SPEEDI 開発の歴史



• 1980年、前年のスリーマイル島事故を受けて開発着手、1984年には完成 

• 1985年、（財）原子力安全技術センターが文部省から受託、地方公共団体
とのネットワーク接続 

• 1997年・動燃火災事故、1999年・JCO事故で稼働実績 

• 2008年　「第1回 原子力歴史構築賞」受賞
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緊急時環境線量情報予測システムＳＰＥＥＤＩ
System for Prediction of Environmental Emergency Dose Information：SPEEDI

独立行政法人 日本原子力研究開発機構

▲ 最新の成果である世界版SPEEDI 第 2版（WSPEEDI-II）の概要

Point
原子力施設事故時に環境中に放出された放射性物質の大気拡散と被ばく線量を予測する日本初の計算シ
ステム
これまでに発生した放射性物質の異常放出における事故調査等に貢献
大気拡散予測手法の提供による非原子力分野への貢献

受賞後の声

SPEEDI は、国の原子力防災対策を支援する中核的システムに採用され、原子力の社会受容に長年にわ
たり貢献するとともに、世界の原子力事故への対応のための機能向上を果たし、非原子力分野にも大き
な波及効果をもたらす等、原子力環境研究で重要な役割を果たしたと考えている。今回の原子力歴史構
築賞受賞を励みに、さらにこの分野の発展に寄与していきたい。

▲  WSPEEDI-II によるチェルノブイリ事故時のCs137 沈着量
予測（再現計算）

Chernobyl Cs137 dispersion
1986-05-08_00h

10/30　4校　5710/26　3校　56
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Atomic Energy Historic Award

平
成
20
年
度

Atomic Energy Society of Japan

Atomic Energy Historic Award

原子力
歴史構築賞

第 回1

119

緊急時環境線量情報予測システムＳＰＥＥＤＩ
System for Prediction of Environmental Emergency Dose Information：SPEEDI

独立行政法人 日本原子力研究開発機構

▲ 最新の成果である世界版SPEEDI 第 2版（WSPEEDI-II）の概要

Point
原子力施設事故時に環境中に放出された放射性物質の大気拡散と被ばく線量を予測する日本初の計算シ
ステム
これまでに発生した放射性物質の異常放出における事故調査等に貢献
大気拡散予測手法の提供による非原子力分野への貢献

受賞後の声

SPEEDI は、国の原子力防災対策を支援する中核的システムに採用され、原子力の社会受容に長年にわ
たり貢献するとともに、世界の原子力事故への対応のための機能向上を果たし、非原子力分野にも大き
な波及効果をもたらす等、原子力環境研究で重要な役割を果たしたと考えている。今回の原子力歴史構
築賞受賞を励みに、さらにこの分野の発展に寄与していきたい。

▲  WSPEEDI-II によるチェルノブイリ事故時のCs137 沈着量
予測（再現計算）

Chernobyl Cs137 dispersion
1986-05-08_00h

10/30　4校　5710/26　3校　56

04-41-65_cs3_原子力歴史構築賞.indd   119 2009/11/02   18:38:22



1993年、国・関係自治体・原安センター
で構成する「SPEEDI運営連絡協議会」が
設置された



2011年2月16日 
「道府県SPEEDI担当者連絡会」











緊急時にSPEEDI図形が配信できなかっ
た場合等に備えた予測計算は行われて
いた







SPEEDI は 
なぜ3月23日まで隠されていたのか



2012/3/3 東京新聞、産経新聞記事



2011/3/19 放射線班名義によるメモ



SPEEDI情報が適切に開示されて
いたなら…



「プロメテウスの罠」
（朝日新聞社）から



• 県立医大附属病院では希望者に安定ヨウ素剤が配布
されていた。 
• もしもあの時、安定ヨウ素剤を服用できたなら、と
思う人は少なくない。



予測の放棄は、科学の放棄 
実測モニタリングと計算予測は 

車輪の両輪



• 「原発事故裁判の現状と今後」松田文夫 著（社会評
論社 2025年10月刊） 
• 子ども脱被ばく裁判原告団・弁護団もまとめの書籍
を刊行予定です。



ご清聴、ありがとうございました


